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るため，pinocytotic　vesiclesの形成機序などについてさ

らに研究を進めていくつもりである。

　質　問：高橋栄司（歯内科）

　細胞骨格と加齢の関係について。

　質　問：菅原教修（保存2）
　歯肉の炎症の程度とmicrofilamentの分布密度とは

関連があるか。

　質　　問：名和橿黄雄（口解2）

　細胞骨格の密度と透過性の関係について

　回　答：会田則夫（口解1）
　o高橋先生の質問に対して

　細胞骨格と加齢の関係については，観察を行っていな

いので不明ですが，当然何らかの影響があると思います。

　○菅原先生の質問に対して

　血管内皮細胞の透過性と細胞骨格には何らかの関連性

が考えられ，歯肉の炎症によっても細胞骨格に変化が生

ずると思われます。しかし，詳細については今後の研究

を待たなければなりません。

　○名和先生の質問に対して

　細胞骨格の密度の高低を，透過性に対して直接関連づ

けるのは不可能と考えられます。細胞骨格がactiveまた

はpositiveに作用するのかなどは今後の課題であると

思います。

演題3　ラット歯根膜における歯原上皮の増殖変化に関

　　　する実験的研究

○嶋中豊彦

岩手医科大学歯学部口腔病理学講座

　目的：臼歯部根膜中の退化歯原上皮に腫瘍原性を求め

得ることが可能か否かを明らかにすることを目的とし

た。

　実験方法：Long－Evansラットを用い1－buty1－1

－nitrosourea（BNU）を生後1カ月より2週間隔で計4

回（総量1200mg／体重kg）を胃チューブで投与し，歯

根膜を中心に組織学的に観察した。実験期間は最長350

日までである。

　結論：

　1．対照群では臼歯部歯根膜中に最大幅径30～50μの

退化歯原上皮が散見されたが，切歯部には認められなか

った。とくに退化歯原上皮は臼歯部の歯根分岐部と根尖

側％までに多くみられた。

　2．実験群の63．0％で，臼歯部歯根膜中に種々の程度

の増殖傾向を呈する歯原上皮巣が観察された。これらの

歯原上皮巣は大きくなるにしたがってその組織構築はエ
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ナメル器あるいはエナメル上皮腫の増殖初期像に類似す

るものと考えられた。

　3．連続切片で観察した結果，歯根膜中の増殖歯原上

皮巣と歯肉上皮との連続性はなかった。

　4．2，3より退化歯原上皮はなんらかの要因により

腫瘍原性を獲得する可能性が十分あるものと考えられ

た。

　5．歯原上皮の増殖の程度と動物の生存期間との間に

はとくに関連性を見出すことは出来なかった。

　6．切歯部歯根膜中には増殖歯原上皮巣をみることは

なかった。

　7．増殖歯原上皮巣に接するセメント質にはその部に

限局してセメント質破壊がみられたが，その原因は明ら

かに出来なかった。

演題4　歯髄から同側大脳皮質SIに投射する経路の電

　　　気生理学的ならびに形態学的検索

○松本範雄，佐藤　匡，鈴木　隆

岩手医科大学歯学部口腔生理学講座

ネコの大脳皮質第一体性感覚領（IS）の大部分の細胞は

対側性に入力を受けているが，この中の口腔投射野では

歯髄駆動細胞の約40％が同側性歯髄から入力を受けて

いることが知られている。これらの入力が対側SIから

の交連線維によるのか，同側視床からの投射線維による

のかを笑気とハロセンで麻酔した動物を用いて調査し

た。

　SIの口腔投射野がどこから入力を受けるかをHRP

の逆行性軸索輸送を用いて調べたところ，HRP標識細

胞の大部分は注入部位にほぼ対称的位置の対側口腔投射

野第nl層の深部とAP　7．5－8．5の同側視床後内側腹側

核（VPM）の固有部内の内側部に限局して存在していた。

　口腔投射野において同側性歯髄刺激に応じる歯髄駆動

細胞の活動をpost－stimulus　time　histogramとして記

録した後，HRP標識細胞が見られた対側口腔投射野を

60分間に亘って約30．8℃に冷却し，その興奮性が変化す

るかどうかを7ユニットについて調べた。しかし，いず

れの場合にも同側歯髄刺激に対する応答の潜時は変化せ

ず，その応答確率は±20％の範囲内に留まっていた。

　HRP標識細胞が見られた同側VPM固有部内の内側

部において歯髄駆動細胞を検索し，それらの支配側優位

性について調べたところ，同側歯髄から入力を受けるも

のは約32％夜6／19ユニット）であった。

　以上の結果よりSIの口腔投射野で記録される歯髄駆

動細胞への同側性歯髄入力は交連線維を介するものでは


